
2025年度ＪＳＣＡ三重地域冬季水泳競技大会
2026年2月14日(土)～2月15日(日)　三重交通Ｇ スポーツの杜 鈴鹿水泳場(25m)

区分 氏名 チーム名 学年 タイム PB 資格級 区分 氏名 チーム名 学年 タイム PB 資格級

No.2 男子 50m 自由形 Ｔ決勝 No.21 女子 13歳以上 400m 自由形 Ｔ決勝

安部　泰成 １toＳＷＩＭ 小5 33.23 8級 13～14歳 児玉華梨奈 １toＳＷＩＭ 中2 4:57.75 7級

松永　昇也 １toＳＷＩＭ 小3 38.09 5級 No.22 女子 50m 自由形 Ｔ決勝

吉村　将人 １toＳＷＩＭ 小4 42.93 13～14歳 安東　莉結 １toＳＷＩＭ 中1 29.18 8級

堀尾　奏介 １toＳＷＩＭ 小3 46.04 15歳以上 玉置　侑衣 １toＳＷＩＭ 高1 27.68 9級

13～14歳 安部　誠真 １toＳＷＩＭ 中1 29.10 6級 No.23 女子 50m 平泳ぎ Ｔ決勝

No.3 男子 50m 平泳ぎ Ｔ決勝 13～14歳 浅野　夢真 １toＳＷＩＭ 中1 36.31 8級

10歳以下 吉村　将人 １toＳＷＩＭ 小4 棄権 No.27 女子 200m 自由形 Ｔ決勝

No.6 男子 13歳以上 200m 平泳ぎ Ｔ決勝 浅野　吏胡 １toＳＷＩＭ 小6 2:23.38 8級

13～14歳 浅野　快吏 １toＳＷＩＭ 中2 2:18.38 11級 JO 安原　　蛍 １toＳＷＩＭ 小5 2:28.85 8級

No.7 男子 200m 自由形 Ｔ決勝 丹所　潤瑠 １toＳＷＩＭ 中2 2:07.10 10級

大島　大輝 １toＳＷＩＭ 小6 2:16.51 8級 田中　　雫 １toＳＷＩＭ 中2 2:12.86 9級

小坂信二郎 １toＳＷＩＭ 小6 2:41.63 3級 No.28 女子 200m 個人メドレー Ｔ決勝

13～14歳 安部　誠真 １toＳＷＩＭ 中1 2:15.86 7級 11～12歳 湯浅仁心凜 １toＳＷＩＭ 中1 2:35.43 9級

No.12 男子 50m バタフライ Ｔ決勝 田中　　雫 １toＳＷＩＭ 中2 2:34.94 7級

安部　泰成 １toＳＷＩＭ 小5 36.54 7級 児玉華梨奈 １toＳＷＩＭ 中2 2:38.42 6級

北山　翔大 １toＳＷＩＭ 小5 41.57 2級 小栗　苺果 １toＳＷＩＭ 中1 2:54.89 4級

松永　昇也 １toＳＷＩＭ 小3 45.88 2級 No.32 女子 50m バタフライ Ｔ決勝

No.13 男子 50m 背泳ぎ Ｔ決勝 13～14歳 小栗　苺果 １toＳＷＩＭ 中1 36.40 3級

10歳以下 堀尾　奏介 １toＳＷＩＭ 小3 55.13 No.34 女子 100m 自由形 Ｔ決勝

No.14 男子 100m 自由形 Ｔ決勝 丹所　潤瑠 １toＳＷＩＭ 中2 59.46 10級

大島　大輝 １toＳＷＩＭ 小6 1:03.86 8級 安東　莉結 １toＳＷＩＭ 中1 1:03.93 8級

小坂信二郎 １toＳＷＩＭ 小6 1:17.19 1級 15歳以上 玉置　侑衣 １toＳＷＩＭ 高1 58.87 10級

No.15 男子 100m 平泳ぎ Ｔ決勝 No.35 女子 100m 平泳ぎ Ｔ決勝

10歳以下 北山　翔大 １toＳＷＩＭ 小5 1:41.69 4級 13～14歳 浅野　夢真 １toＳＷＩＭ 中1 1:20.39 7級

13～14歳 浅野　快吏 １toＳＷＩＭ 中2 1:04.95 10級 No.36 女子 100m バタフライ Ｔ決勝

湯浅仁心凜 １toＳＷＩＭ 中1 1:07.72 10級

チャレンジレース 浅野　吏胡 １toＳＷＩＭ 小6 1:11.95 8級

No.34 女子 100m 自由形 Ｔ決勝 No.37 女子 100m 背泳ぎ Ｔ決勝

13～14歳 丹所　潤瑠 １toＳＷＩＭ 中2 58.37 11級 11～12歳 安原　　蛍 １toＳＷＩＭ 小5 1:14.09 8級
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2月14日（土）から15日（日）にかけて、三重県鈴鹿市の三重交通Ｇスポーツの杜 鈴鹿水泳場（25ｍ短水路）で大会が開催されました。

2月14日（土）は男子の競技が行われ、10歳以下から14歳以上まで幅広い年齢層の選手が出場しました。50m自由形や200m自由形では、全員

が自己ベスト（PB）を更新する素晴らしい結果となりました。特に10歳以下の選手たちの頑張りが際立ち、会場を大いに盛り上げました。

春の全国選手である浅野快吏選手は100m・200m平泳ぎに挑戦し、PBにはわずかに届きませんでしたが、全国大会に向けて順調に調整が進ん

でいる様子がうかがえました。

2月15日（日）は女子の競技が行われ、12歳以上から高校生までの選手が出場しました。女子も50m自由形や200m自由形では、全員が自己ベスト

（PB）を更新する男女とも素晴らしい結果となりました。春の全国大会出場を決めている玉置侑衣選手は、得意の長距離ではなく50m・100mのス

プリント種目に挑戦し、両種目ともPBを更新。現在治療中の足の故障を感じさせない快泳で、日本選手権や全国ジュニアオリンピックカップ

へ向けて力強く進んでいます。

今大会では愛知県からの参加者は順位がつかないオープン参加として出場しています。

PB達成種目は表中の「日の丸マーク」で示されており、多くの選手が自己ベストを達成し、実り多き大会となりました。

丹所潤瑠選手は連戦の中でも100m自由形で全国大会チャレンジレースに挑み、PBを達成しながらもあと0.09秒届かず惜しくも失敗となりまし

たが、今月末の最終予選に向けて再挑戦を誓っています。

この大会では多くの選手が自己ベストに挑み、記録を伸ばす熱戦が繰り広げられました。子ども達の努力と成長が随所に感じられ、今後の活

躍にも期待が高まります。引き続き皆様の温かい応援をよろしくお願いいたします。


